
都市再生整備計画（第４回変更）

宇都宮
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 71 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

（人/日）
平成14年度 平成22年度

（回/年）
平成17年度 平成22年度

（人/日）
平成16年度 平成22年度

4,200東大通り通行量 駅前に存する東大通りの歩行者交通量 快適な歩行空間の形成により東大通りの通行量が増加する 3,300

72,000

今泉地域ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ年間利用回数 今泉地域ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ年間利用回数
賑わいのある地域の交流拠点を形成することで，地域住民の交流
を増加させる 260 390

宇都宮駅乗降客数 宇都宮駅の１日当たりの平均乗降客数
交通結節機能の強化を図ることで，宇都宮駅乗降客数を増加させ
る

70,000

宇都宮市の発展を支える広域交流の拠点として，交通結節機能の強化，賑わいの創出が喫緊の課題である。
　○自動車交通依存に因る交通渋滞，交通事故や環境問題解決のため，交通体系の再構築が必要である。
　○高齢者や来街者に配慮した歩行空間の確保やバリアフリーの推進が必要である。
　○多くの人々が集散する県都・宇都宮の玄関口として，憩いの空間や魅力ある街並みの形成が必要である。
　○集客施設の郊外移転や居住人口の郊外流出により，歩行者交通量は30年前の４割まで低下しており，賑わい創出のため，多様な機能集積や新たな拠点整備が必要である。

中核都市・宇都宮に相応しい賑わいと高次な都市機能を備えた多様性のあるまち
　○「宇都宮市都市計画マスタープラン」（Ｈ12.12/宇都宮市）
　　　…広域都市圏の拠点都市としてふさわしい魅力ある地域となるよう、商業・業務・文化等の高度な都市機能の拡充強化を図るとともに、機能的な都市基盤や快適な生活環境の整備を推進する。
　○「宇都宮市都心部グランドデザイン（～21世紀における都心部再生のシナリオ～）」（Ｈ14.８/宇都宮市）
　　　…北関東，更には全国的なネットワークの拠点としての役割を担う地区と位置付け，新都市拠点として，「業務機能」，「情報機能」，「交通結節機能」の充実を中心に，新たに「コンベンション機能」，「産業支援機能」等の集積を図る。
　○「ＪＲ宇都宮駅周辺整備計画」（Ｈ15.12/宇都宮市）
　　　…国際，全国的な中枢機能及び広範な地域を対象とする質の高い高次な都市機能の導入を図り，中心地区とともに，関東北部の拠点都市にふさわしい新たな都市拠点の創造を目指す。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

　宇都宮市は，古くから門前町，宿場町，城下町として栄え，県都として農・工・商の均衡の取れた産業都市に成長し，現在は教育・文化・業務などの総合的な都市機能が集積した広域都市圏の中核都市として発展を続けている。
　本地区は，栃木県最大のターミナル駅・宇都宮駅を中心とする広域交通の要衝に位置しており，駅西口には県内の政治・経済・文化の中心である商学・業務施設が集積し，駅東口はテクノポリス等の全国有数の高度技術産業ソーンの玄関口となってい
る。
【現況】
　○大規模商業施設等の撤退や郊外移転，文化・教育施設の郊外分散化により，中心市街地の空洞化が進行している。
　○宇都宮駅は７万人が乗降する北関東屈指のターミナル駅であり，公共交通の結節点であるが，路線バスの西口への偏在（運行本数は西口９割，東口１割）等により，その機能が十分に発揮されておらず，また自動車交通依存型の社会となっている。
　○大規模空閑地があり，有効な活用がなされていない。
　○本地区及び本地区周辺は，古くから門前町，宿場町，城下町として栄えた地域であり，旧篠原家住宅，田川や宮の橋等の地域資源が点在している。
　○本地区を含む都心部では，老朽住宅等密集地改善の遅れなど，住環境の悪化により，居住人口は最近15年間で２割減少しており，また高齢化が進展している。
【市民ニーズ】（Ｈ15市民アンケートモニター意識調査）
　○活性化が必要な場所として，宇都宮駅周辺を挙げる人が７割を超える。
　○宇都宮駅周辺の活性化に必要なものとして，「魅力ある商業施設」（24.1％），「駐車場」（23.0％），「文化施設などの活動する場」（12.7％）が挙げられている。
　○宇都宮駅東口に望む施設として，「鉄道やバスなどの乗換に便利な交通広場」（17.4％），「ゆったりと過ごせる公園・広場」（13.3％），「色々な催しができるホール」（10.6％）が挙げられている。
【まちづくりの経緯】
　○平成11年３月に市民参画の懇談会における意見を踏まえた「中心市街地活性化基本計画」を策定し，中心市街地活性化の方向性を示した。さらに，パブリックコメントや商工会議所との意見交換を踏まえ，より具体的な中心市街地の姿と戦略的事業
等の大枠を示した「宇都宮都心部グランドデザイン」を策定した。その後，市民が主体となったまちづくりを進めるため，学識経験者や市民を交えた懇談会を開催し，宇都宮駅周辺の整備について検討した。
　○新たな拠点として整備を進める宇都宮駅東口地区については，公民パートナーシップ型事業を推進している。また，有識者等を交えた「宇都宮駅東口整備検討協議会」，パブリックコメント等を実施し，まちづくりの基本方針となる基本計画を策定した。
　○宇都宮駅東地域の活性化や交通問題等の諸課題の改善を目的としたＮＰＯである駅東まちづくり21が設置され，花みずきフェスタ等のまちづくり活動が実施されている。

計画期間 交付期間 22

大目標：北関東をリードするひと・もの・文化の交流するゲートシティの形成
　　　　　　　県都・宇都宮の玄関口として，ひと・もの・文化が活発に交流し，安全で安心なまちづくりを行う。
　　　　　　　　目標１：北関東最大のターミナル駅に相応しい交通結節機能の強化
　　　　　　　　目標２：地域の魅力を向上し，ひと・もの・文化が活発に交流するまちづくり
　　　　　　　　目標３：すべての人にやさしく安全で安心なまちづくり

都道府県名 栃木県 宇都宮市
うつの み や し

宇都宮駅
うつのみやえき

周辺
しゅうへん

地区
ち く



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針３：安心で安全な歩行空間の整備
　○安全かつ安心なまちづくりに向けて，防犯対策を実施する。
　○高齢者や身体障害者など，あらゆる人が安全かつ安心な移動を支援するため，歩行空間のバリアフリーを推進する。
　○自転車を都市内交通の一手段として位置付け，その特性を十分に活かした安全で快適なまちづくりを進めるため，自転車歩行空間の整備やカ
ラー舗装化を行う。

○防犯対策事業（防犯カメラ設置）［提案事業/地域創造支援事業］
○宇都宮駅西口広場改築事業［基幹事業/道路］
○市道929号線道路バリアフリー事業［基幹事業/道路］
○市道1525号線道路バリアフリー事業［基幹事業/道路］
○道路整備事業（自転車歩行者専用道路）［基幹施設/高質空間形成施設］
○市道1635号線改築事業（自転車空間のカラー舗装化）［基幹事業/道路］

○地区計画により地区の景観を担保している。
○景観法に基づく景観形成重点地区を定め，美しく魅力的な都市景観の形成を図る。
○宇都宮市路上喫煙等による被害の防止に関する条例を制定し，地区内を路上喫煙等禁止区域とした。
○宇都宮市みんなでごみのないきれいなまちをつくる条例を制定し，地区内を美化推進重点地区とした。

方針に合致する主要な事業
整備方針１：交通結節点の整備
　○バス及びタクシーの利用快適性を向上を図るため，乗降場にシェルターやベンチ，公衆便所等を整備する。
　○駅利用者や来街者の円滑かつ快適な移動空間を形成するため，東西自由通路を整備する。
　○道路や駅前広場等の公共施設について，高品位な舗装や植栽等により，宇都宮の顔に相応しい景観を形成する。
　○高齢者や身体障害者など，あらゆる人が安全かつ安心な移動を支援するため，歩行者支援施設を整備する。
　○初めて来街した人も迷うことなく目的地に到達できるように，多言語標記やピクトグラム等を用いた分かり易い経路案内を行う。
　○交通結節機能の強化を図るため，自転車駐車場を整備する。
　○宇都宮駅東口地区に存する空閑地を活用し，都市拠点として相応しい都市環境の整備，新たな広域交流拠点の形成を図るため，土地区画整理
事業を実施する。

○宇都宮駅東口駅前広場改築事業（シェルター，緑化フェンス）［基幹事業/高質空間形成施設］
○宇都宮駅東口公衆便所整備事業［基幹事業/高質空間形成施設］
○東西自由通路整備事業［基幹事業/高次都市施設］
○道路整備事業（緑化フェンス）［基幹施設/高質空間形成施設］
○駅前広場等整備事業（歩道舗装）［基幹施設/高質空間形成施設］
○歩行者支援施設（エレベーター，エスカレーター）［基幹事業/高質空間形成施設］
○公共サイン整備事業［基幹事業/地域生活基盤施設］
○宇都宮駅東口自転車駐車場整備事業［基幹事業/地域生活基盤施設］
○宇都宮駅東口自転車駐車場屋根整備事業［基幹事業/地域生活基盤施設］
○宇都宮駅東口土地区画整理事業［関連事業］

整備方針２：地域・文化の交流拠点の整備
　○宇都宮駅周辺地区における文化振興の拠点となるよう，文化財建造物である旧篠原家住宅の修復を行う。
　○今泉地区の地域住民の相互交流を図るため，今泉地域コミュニティセンターを整備する。
　○若年層の中心市街地への定住を促進し，活力あるまちづくりを進めるため，若年夫婦世帯に対する家賃補助を行う。
　○市街地再開発事業の推進を図るため，専門的知識を有するコンサルタントを派遣し，民間に対して指導・助言を行い，事業化に導く。

○旧篠原家住宅修復事業［基幹事業/高質空間形成施設］
○今泉地域コミュニティセンター整備事業［基幹事業/高次都市施設］
○都心居住の促進［提案事業/地域創造支援事業］
○再開発コンサルタント派遣事業［関連事業］



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 宇都宮市 直 3,024㎡平成18年度 平成18年度 平成18年度 平成18年度 52.5 52.5 52.5 52.5

宇都宮市 直 179ｍ 平成18年度 平成18年度 平成18年度 平成18年度 3.5 3.5 3.5 3.5

宇都宮市 直 270ｍ 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度 53.9 53.9 53.9 53.9

宇都宮市 直 190ｍ 平成19年度 平成21年度 平成19年度 平成21年度 72.5 72.5 72.5 72.5

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 宇都宮市 直 － 平成18年度 平成22年度 平成18年度 平成22年度 203.6 203.6 203.6 203.6

高質空間形成施設 宇都宮市 直 － 平成18年度 平成22年度 平成18年度 平成22年度 348.2 348.2 348.2 348.2

高次都市施設 宇都宮市 直 － 平成18年度 平成22年度 平成18年度 平成21年度 1,290.8 1,290.8 1,290.8 1,290.8

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,025.0 2,025.0 2,025.0 2,025.0…A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

宇都宮市 直 平成18年度 平成22年度 平成18年度 平成22年度 51.3 51.3 51.3 51.3

宇都宮市 直 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度 25.1 25.1 25.1 25.1

0.0

0.0

－ 0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 76.4 76.4 76.4 76.4…B
合計(A+B) 2,101.4

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
宇都宮市 国土交通省 7.3ha ○ 平成17年度 平成21年度 1,877.0

宇都宮市 国土交通省 0.3ha ○ 平成18年度 平成18年度 3.0

栃木県 国土交通省 861ｍ ○ 平成12年度 平成28年度 11,000.0

合計 12,880.0

－

－

（参考）事業期間

所管省庁名

宇都宮駅西口第４Ｂ地区

事業箇所名

事業箇所名 規模事業主体 直／間事業
細項目

全体事業費

都心居住の促進

交付期間内事業期間

市道1635号線

市道929号線

市道1525号線

事業
細項目

事業主体事業箇所名

－

住宅市街地
総合整備
事業

地域創造
支援事業

計画区域内

宇都宮駅駅前広場等防犯対策事業

再開発コンサルタント派遣事業

宇都宮水戸線　簗瀬立体整備事業

事業
事業期間（いずれかに○）

宇都宮水戸線

川向町，東宿郷１丁目　他

事業主体 規模

宇都宮駅東口土地区画整理事業

－

－

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

－

－

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

宇都宮駅西口広場

（参考）事業期間

－

－

0.0

0.0

うち民負担分

交付対象事業費 2,101.4 交付限度額 840.5 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

宇都宮駅周辺地区（栃木県宇都宮市） 面積 71 ha 区域
今泉１丁目，駅前通り１・３丁目，南大通り４丁目，元今泉１丁目，川向町，東
宿郷１・２丁目，宿郷１・２丁目　他
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宇 都 宮 駅 乗 降 客 数 （人／日） 70,000 （Ｈ14年度）→ 72,000 （Ｈ22年度）

今泉地域ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ年間利用回数（回／年） 260 （Ｈ17年度）→ 390 （Ｈ22年度）

東大通り通行量 （人／日） 3,300 （Ｈ16年度）→ 4,200 （Ｈ22年度）

　                                                                  宇都宮駅周辺地区（栃木県宇都宮市）　整備方針概要図                            　　　　　　　　 　　　　　 

目標 北関東をリードするひと・もの・文化の交流するゲートシティの形成
代表的な

指標

宇
都
宮
駅 

大通り 

栃木県庁 

宇都宮市役所 

東
武
宇
都
宮
駅 

東大通り 

       基幹事業 

       提案事業 

       関連事業 

凡  例 

■基幹事業 道路 

 宇都宮駅西口駅前広場改築事業 

■基幹事業 道路 

 市道1635号線改築事業 

○関連事業 

 宇都宮水戸線 簗瀬立体整備事

業 

○関連事業 

 宇都宮駅東口土地区画整理事業 

■基幹事業 高質空間形成施設 

        旧篠原家住宅修復事業 

□提案事業 地域創造支援事業 

 防犯対策事業（防犯カメラ） 

■基幹事業 地域生活基盤施設 

 宇都宮駅東口自転車駐車場整備事業 

 宇都宮駅東口自転車駐車場屋根整備事業 

■基幹事業 高質空間形成施設 

 宇都宮駅東口公衆便所整備事業 

■基幹事業 高次都市施設 

 東西自由通路改築事業 

■基幹事業 高次都市施設 

 今泉地域ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ整備事業 

■基幹事業 道路 

 市道929号線改築事業 

○関連事業 

 再開発ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ派遣業務 

        計画区域内        
 

 
 

 

 

 

■基幹事業 地域生活基盤施設 

 公共ｻｲﾝ整備事業 

□提案事業 地域創造支援事業 

 都心居住の促進（家賃補助） 

０  100 200 300

ｍ ■基幹事業 高質空間形成施設 

 駅前広場，自転車歩行者専用道路整備事業 

 駅前広場等整備事業 

■基幹事業 道路 

 市道1525号線改築事業 

■基幹事業 高質空間形成施設 

 昇降施設(EV，ESC)整備事業 

■基幹事業 地域生活基盤施設 

 （仮称）交流広場整備事業 


